


















































居清満画『通俗三国志』 （黒本・青本） 、刊年未詳（安永元年〈1772〉頃刊か） 『通俗三国志』 、天明８年（1788） 『通俗三国志』 （黄表紙）がある。本稿で翻刻を試みようとする『絵本三国志』はこれに続くものであるが、黒 ・青本に分類される鳥居清満画『通俗三国志』と大きな違いが 。
鳥居清満画『通俗三国志』は、全丁挿図であり、毎丁挿図の余白に登
場人物についての解説や発言を添えた形式になっている。そして 添えられた文をどの部分から読むかは読者 任されているかに見える。近世の文学史を展望するとき、黒本・青本に続くものは黄表紙で るが、ともに、挿図の余白 文字が書き込まれている。これは挿図を主体としているからである。これ 対し 、例えば浮世草子など読むことしたものは、挿図部分と文章部分 はっきり分かれた体裁となってる。主体である文章の間に従であ 挿図 添え挟み込まれているということである。
では『絵本三国志』は挿図と文章のどちらが主体だろうか。先の鳥居清満画『通俗三国志』 違って、挿図と文章の部分が明確に









の奥付には更に「鐫工」として石原半兵衞を筆頭に５人 名、 「摺写工」として古川藤兵衛をふくめ ２人の名を明確に記している。挿図の関係者に敬意が示されていることがわか このことから 、本書は挿図を主体として制作 る。
『絵本三国志』は読みものの体裁をとりながら「絵本」を意図して作られていることは確かであり、実際、本文より挿図の丁数のほうが多い巻が大半であ 。このことは文学史上でどのような意味をもっているのだろうか。『読本事典』 （国文学資料館・八戸市立図書館編、2008年刊）を
繙くと、寛政（1789～1800）後期に、大坂で勝尾屋六兵衛が岡田玉山画『絵本太閤記』 （全七編、寛政９年〈1797〉～享和２年〈1808〉刊）という「絵本読物（ 〈絵本もの〉読本） 」を開板したことは「注目すべき」である、としている。これは太閤記ものの歌舞伎の流行に目を付けた板元勝尾屋 これを絵本化することを思いついて企画したものらしいが、その後速水曉斎著・画『絵本忠臣蔵』 （前編：寛政
12年〈1800〉刊、後編：文化５年〈1808〉刊） など続々刊行され、















が140字ほどもある。書き出しも 前者は湖南文山著『通俗三国志』による文が用いられている はいえ 人物紹介に必要 最小限にとどまるの 対し、後者は黄巾の乱など 物語の歴史的背景から説き起こ ている。前者は挿図の中に登場人物の短いセリフ 口語体で添え 体裁となっているが、後者は漢文を読み下したような堅苦し 文 連続である。挿図については、前者は人物に焦点をあてアップに描い いるのに対し、後者は背景も遠近法を用い、 「背景の樹木岩石山容などに、伝統画派の狩野風に近 筆致が用いられ」 （鈴木重三「日本における三国志の挿絵本」 〈 『絵本と浮世絵』1979年 東京美術出版社刊〉 ）ており格調高い本格的なものとなっている。こうしてみ と、用語・挿図 さらには文と絵を分けた本 つくりのどれひとつとっても絵本 主な受容層である婦女子に好まれるとは思われない。 『絵本三国志』が「庭鐘の期待に反して不評」だったとしたら、こ ことが大きかった も知れない（但し、本翻刻の底本には繰り返し読ま た形跡 ある） 。
しかし、横山氏は『絵本三国志』を以後に続く絵本ものの「初出とも




















































































常政・宗信。通称、源吾・源五郎・左司馬。号、雪典・眉山・通神道人・通神亭。 〔経歴〕大阪今橋中橋筋北横町・舟町に住す。画法を月岡雪鼎に学び、人物・花鳥を能くした。肉筆美人画の他、読本・狂歌本の挿絵を描いた 〔著作〕 『絵本三国志画』 〈天明８年刊〉 、 『女撰要和国織画』 〈明和６年刊〉 『狂歌 題集画』 〈天明元年〉 、 『狂歌両節東街道画』 〈安永９年刊〉 、他
〔ｂ〕文章の作者：都賀大陸
本書の文章の作者については見返し・奥付等に記載がない。中村幸彦


































































号〕名、枝春。字、直丞。通称、直之丞。号、大陸。 〔家系〕都賀庭鐘の男。 〔経歴〕大阪天満に住して医を業とし、傍ら読本等の著作をした。父庭鐘が安永９年（1780） 『康煕字典琢屑』を刊行した際、使用のための凡例「初学索引」を付している。 〔著作〕 『絵本三国志』 〈天明８年刊〉 、 『投壺今格編』 〈明和６年刊〉 、他
〔二〕 「絵本三国志序」翻刻
〔凡例〕








































































































































『孔雀楼筆記』 （清田儋叟著、明和５年〈1768〉刊）序「芸苑之士。 （略）滔々者以耳食矣 亦何足論。 （芸苑ノ士、滔々タル者以テ耳食ス 亦何ゾ論ズルニ足ラン ） 」 、 『山中人饒舌』 （田能村竹田）









































































































































































































































































































































































































劇をさすか。 『莠句冊』 （都賀庭鐘、天明６年〈1786〉刊） 九「唐土は黄金乏しく 一釐千銭に当り。赤銅是に次と聞ば。 （略） 山伏云。西土もとより赤銅乏しからず」 、 『胆大小心録』 （上田秋成） 七六「萩の字、万えう集には、秋芽、又牙子花など書きたり。 （略）西土にては、今は胡子花とよぶ」に見える「西土」は中国をさす。








えたという史書。 「予奪」は、 『童子問』 「若 夫れ日月名字爵位の間に於て褒貶予奪する者は、聖人の意に非」の用例から考 て 褒貶」の意で用 られてい と考えられる。 「馬班」は司馬遷と班固。「史記」と「漢書」 。
　　
『春秋』に関して「一字褒貶」という語がある。 〔日〕は杜預の「春秋左氏





















































































































































































































































































































































四「其の気象高きが故に、けつく世上のならはしに漏るる事はなさず、女色をも親まず遠ざけず」 、 『莠句冊』二「美は易くして勢を失ひやすく。醜はなしかたくしてよく気象を養ふ」など。12、忽諸＝なおざり、また、ゆるがせにするの意 『南総里見 犬伝』（曲亭馬琴、文化
11～天保
13年〈1814～42〉 ）六九回「はや














































































































































































































































































































































































































































































































閨房の諧楽。 『詩経』 「宴爾新昏 琴瑟静好」に拠るという。ここは探幽の表現が派手であることをいうか。














































































































































































































































































































で掲げた『春秋左氏伝』の「 （略） 」の部分に当 、王孫滿の言葉の一部 ある。昔、 夏王が天子としての立派な徳を持っていた時代に、遠方の国々から、それぞれの地方の山川や奇異 物の形を描 て献上させ、また金を九州の旗頭に命じて献上させ、鼎を鋳造した。それに地方から献上した山川や奇異な物の形をきざみ 民に知らせて魔物を見分けるようにさせ 。だから民は川沢や 林にはいっても、 を避けて通り、魑魅魍魎 害を受けるということ なく、上下が相和合して天の助けを受けて世は栄えたのである。しかるに桀王に至り、その悪徳のために鼎は商（殷）に遷り、商が六百年続いた。しかし商の紂王が暴虐であったため 鼎は周 遷った。鼎を持つ天子の徳が美わしく明らかであれば、鼎は小さくても重く 遷りがたく、そ よこ まで乱れてお 大きくても軽くて遷
りやすい。天が明徳を天子に与えるにしても、一定の限度があり、周の成王が都を郟鄏に定めて、そこに鼎を安置したときに周 何代何年続くかをうらなったところ、三十代七百年というこ だった。これは天の命ずるところでもある、というもの。
〈注２〉 『
莠句冊』第五篇「絶間池の演義強頚の勇衣子の智ありし話」
で「九鼎」にふれて、登場人物に「漢土のむかし夏の禹王洪水を治めて後水陸の妖怪を閲し。其形状を挙て。 （略）外には九鼎に鋳つ鏤つして。門前に列
なら
べ。人民に彼象
かたち
を先に知らしめて。鬼神の姦に
勝の術。山林に入て迷はず。魑魅罔両我本形を人に知られては害をなすことあたはず」と語らせている
【本文６】
国くに
の鼎
かなへ
は長
ちやう
久きう
に動
うご
かず。民
たみ
の鼎
かなへ
は。中
なか
の入
にふ
実じつ
を覆
こぼ
す事
こと
なかれ
とまうす
〈付記〉翻刻にあたっては読みづらい文字が多く、間違いが多々
あることと思われますが、ご指摘ご教示いただければ嬉しく思います。
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